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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月23日(2009.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列ＩＤ番号１３のアミノ酸配列を有する、ヒト膵島ペプチド（ｈｕｍａｎ　ｐｒｏｉ
ｓｌｅｔ　ｐｅｐｔｉｄ）、又はその類似体若しくは誘導体。
【請求項２】
　請求項１記載のヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体において、前記膵島
ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体は、長さ１７アミノ酸未満のものである。
【請求項３】
　請求項２記載のヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体において、前記膵島
ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体は、配列ＩＤ番号２、３、４、７、及び１９か
らなる群の一員から選択されるアミノ酸配列を有するものである。
【請求項４】
　治療を必要とする被験対象において、膵臓機能障害に関連した病状を治療するための薬
学的組成物であって、
　この薬学的組成物は、治療的有効量の１若しくはそれ以上のヒト膵島ペプチド、又はそ
の類似体若しくは誘導体を有し、前記被験対象に投与されることによって、当該膵臓機能
障害に関連した病状を治療するものである、薬学的組成物。
【請求項５】
　請求項４記載の薬学的組成物において、前記ヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しく
は誘導体は、配列ＩＤ番号２、３、４、５、６、７、１８、及び１９からなる群の一員か
ら選択されるアミノ酸配列を有するものである。
【請求項６】
　請求項４記載の薬学的組成物において、前記ヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しく
は誘導体は、長さ１７アミノ酸未満のものである。
【請求項７】
　請求項４記載の薬学的組成物において、この薬学的組成物は、
　膵島細胞再生を刺激する１若しくはそれ以上の薬剤と共に投与されるものである。
【請求項８】
　請求項７記載の薬学的組成物において、膵島細胞再生を刺激する前記薬剤は、ヒト膵島
ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体、アミリン、ＳＹＭＬＩＮ（商標）、プラムリ
ンタイド（ｐｒａｍｌｉｎｔｉｄｅ）、エキセンディン－４（Ｅｘｅｎｄｉｎ－４）、リ
ラグルチド（Ｌｉｒａｇｌｕｔｉｄｅ）、ＧＬＰ－１受容体アゴニスト、ＧＬＰ－１、Ｇ
ＬＰ－１類似体、ハムスターＩＮＧＡＰ並びにその類似体、ＧＩＰ、ジペプチジルペプチ
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ダーゼ－４阻害剤からなる群の一員から選択されるものである。
【請求項９】
　請求項４記載の薬学的組成物において、この薬学的組成物は、
　膵島細胞を標的とする自己免疫細胞を阻害、阻止、若しくは破壊する１若しくはそれ以
上の薬剤と共に投与されるものである。
【請求項１０】
　請求項９記載の薬学的組成物において、膵島細胞を標的とする自己免疫細胞を阻害、阻
止、若しくは破壊する前記薬剤は、抗ＣＤ３抗体、ラパマイシン、ＦＫ５０６、熱ショッ
クタンパク質６０、抗ＧＡＤ６５ワクチン、ミコフェノール酸モフェチル、リソフィリン
（ｌｙｓｏｆｙｌｌｉｎｅ）、リツキシマブ（Ｒｉｔｕｘｉｍａｂ）、キャンパス－１Ｈ
、ビタミンＤ、ＩＢＣ－ＶＳＯワクチン、及びＣＤ４＋ＣＤ２５＋抗原特異的制御性Ｔ細
胞からなる群の一員から選択されるものである。
【請求項１１】
　請求項１０記載の薬学的組成物において、前記ミコフェノール酸モフェチルは、ダクリ
ズマブ（Ｄａｃｌｉｚｕｍａｂ）と共に投与されるものである。
【請求項１２】
　請求項１０記載の薬学的組成物において、前記ビタミンＤは、ビタミンＤ３である。
【請求項１３】
　請求項１２記載の薬学的組成物において、前記ビタミンＤ３は、前記被験対象において
、約４０ｎｇ／ｍＬ以上の２５－ヒドロキシビタミンＤを維持するのに効果的な量で前記
被験対象に投与されるものである。
【請求項１４】
　請求項４記載の薬学的組成物において、前記膵臓機能障害に関連する病状の少なくとも
１つの症状は、少なくとも１つのヒト膵島ペプチドの投与の結果、治療されるか若しくは
緩和されるものである。
【請求項１５】
　請求項４記載の薬学的組成物において、前記症状は、頻尿、過剰な口渇、極度の空腹感
、異常な体重減、疲労感の増大、過敏性、視界不良、性器のかゆみ、異様なうずき及び痛
み、口内乾燥症、乾燥肌若しくは敏感肌、インポテンス、膣内イースト菌感染症、傷口及
び擦り傷の治癒不良、過度の若しくは異常な感染症、高血糖症、血糖コントロールの喪失
、食後血糖値の変動、血液グルカゴンの変動、血液トリグリセリドの変動からなる群の一
員から選択されるものである。
【請求項１６】
　請求項４記載の薬学的組成物において、前記被験対象における血糖コントロールは、前
記薬学的組成物が投与される前に、増大されているものである。
【請求項１７】
　請求項４記載の薬学的組成物において、前記被験対象は、治療量の１若しくはそれ以上
のヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体の投与時に、インスリンを投与され
ているものである。
【請求項１８】
　請求項１７記載の薬学的組成物において、前記インスリンは、治療量の１若しくはそれ
以上のヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体の投与後に、用量が減少される
ものである。
【請求項１９】
　請求項１８記載の薬学的組成物において、前記インスリンの用量は、治療量の１若しく
はそれ以上のヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体の投与後に、１若しくは
それ以上の回数で減少されるものである。
【請求項２０】
　請求項１９記載の薬学的組成物において、前記インスリンの用量は、０まで減少される
ものである。
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【請求項２１】
　ヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体に選択的に結合する抗体であって、
　配列ＩＤ番号２、３、４、５、６、７、１８、及び１９からなる群の一員から選択され
るアミノ酸配列を有する、抗体。
【請求項２２】
　請求項２１記載の抗体において、当該抗体は、モノクローナル抗体である。
【請求項２３】
　請求項２１記載の抗体において、当該抗体は、ポリクローナル抗体である。
【請求項２４】
　１型糖尿病、糖尿病前症、２型糖尿病、若しくは潜在性成人期自己免疫性糖尿病の患者
を治療するキットであって、
　治療的有効用量のヒト膵島ペプチド、又はその類似体若しくは誘導体と、膵島細胞再生
を刺激する少なくとも１つの薬剤と、その使用説明書とを有する、キット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　しかし現在まで、１型糖尿病、２型糖尿病、若しくは肥満、太り過ぎ、インスリン耐性
症候群、及びメタボリックシンドロームを含む、インスリン産生の欠如若しくは減少、及
び／若しくは糖代謝若しくはインスリン分泌の変動のある疾患の基礎疾患機構を治療する
のにうまく利用される単一療法若しくは併用療法はなかった。１型糖尿病、２型糖尿病、
及びインスリン分泌に変動がある疾患における変動の発症機構に対処する新規な治療方法
及び薬学的組成物の必要性が残されている。特に、インスリン産生の欠如若しくは減少に
より、治療を必要とする患者の症状の原因となる若しくは一因となる、他の多くの疾患を
治療することもできる方法及び組成物が必要とされる。現時点では、これらの疾病状態の
全ての発症機構を対象とした１型糖尿病の症状を改善する治療はないように思われる。本
発明は、１型糖尿病、２型糖尿病、及び他の疾患を治療する改良型治療の必要性に応える
ものである。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３／０２１２０００号明細書
【特許文献２】国際公開第９１／１６４２８号
【特許文献３】国際公開第９６／２６２１５号
【特許文献４】国際公開第２００６／０９６５６５号
【特許文献５】米国特許第５，８４０，５３１号明細書
【特許文献６】米国特許第ＲＥ３９，２９９号明細書
【特許文献７】米国特許第ＲＥ３９，０６２号明細書
【特許文献８】米国特許第５，８３４，５９０号明細書
【特許文献９】米国特許出願公開第２００４／０１３２６４４号明細書
【特許文献１０】米国特許出願公開第２００５／００８４４４９号明細書
【特許文献１１】米国特許第５，６９８，４２６号明細書
【特許文献１２】米国特許第５，２２３，４０９号明細書
【特許文献１３】米国特許第５，４０３，４８４号明細書
【特許文献１４】米国特許第５，５８０，７１７号明細書
【特許文献１５】米国特許第５，４２７，９０８号明細書
【特許文献１６】米国特許第５，７５０，７５３号明細書
【特許文献１７】米国特許第５，８２１，０４７号明細書
【特許文献１８】米国特許第５，５７１，６９８号明細書
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【特許文献１９】米国特許第５，５１６，６３７号明細書
【特許文献２０】米国特許第５，７８０，２２５号明細書
【特許文献２１】米国特許第５，６５８，７２７号明細書
【特許文献２２】米国特許第５，７３３，７４３号明細書
【特許文献２３】米国特許第５，９６９，１０８号明細書
【特許文献２４】米国特許第４，４４４，８８７号明細書
【特許文献２５】米国特許第４，７１６，１１１号明細書
【特許文献２６】米国特許第５，８０７，７１５号明細書
【特許文献２７】米国特許第４，８１６，５６７号明細書
【特許文献２８】米国特許第４，８１６，３９７号明細書
【特許文献２９】米国特許第６，３１１，４１５号明細書
【特許文献３０】米国特許第５，２２５，５３９号明細書
【特許文献３１】米国特許第５，５３０，１０１号明細書
【特許文献３２】米国特許第５，５８５，０８９号明細書
【特許文献３３】米国特許第５，５６５，３３２号明細書
【特許文献３４】米国特許第６，４０７，２１３号明細書
【特許文献３５】米国特許第５，７６６，８８６号明細書
【特許文献３６】国際公開第９２／０１０４７号
【特許文献３７】国際公開第９０／０２８０９号
【特許文献３８】国際公開第９１／１０７３７号
【特許文献３９】国際公開第９２／１８６１９号
【特許文献４０】国際公開第９３／１１２３６号
【特許文献４１】国際公開第９５／１５９８２号
【特許文献４２】国際公開第９５／２０４０１号
【特許文献４３】国際公開第　９７／１３８４４号
【特許文献４４】国際公開第９２／２２３２４号
【特許文献４５】国際公開第９８／４６６４５号
【特許文献４６】国際公開第９８／５０４３３号
【特許文献４７】国際公開第９８／２４８９３号
【特許文献４８】国際公開第９８／１６６５４号
【特許文献４９】国際公開第９６／３４０９６号
【特許文献５０】国際公開第９６／３３７３５号
【特許文献５１】国際公開第９１／１０７４１号
【特許文献５２】欧州特許第２３９４００号明細書
【特許文献５３】国際公開第９１／０９９６７号
【特許文献５４】欧州特許第０５９２１０６号明細書
【特許文献５５】欧州特許第０５１９５９６号明細書
【特許文献５６】国際公開第９３１７１０５号
【非特許文献１】ＢＵＳＥ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｍｙｌｉｎ　ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ　
ｗｉｔｈ　ｐｒａｍｌｉｎｌｉｄｅ　ｉｎ　ｔｙｐｅ　１　ａｎｄ　ｔｙｐｅ　２　ｄｉ
ａｂｅｔｅｓ：Ａ　ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｐｐｒｏａｃｈ　ｔｏ　ｏｖｅｒｃ
ｏｍｅ　ｂａｒｒｉｅｒｓ　ｗｉｔｈ　ｉｎｓｕｌｉｎ　ｔｈｅｒａｐｙ．　２００２，
　Ｃｌｉｎ．　Ｄｉａｂ．　２０：　１３７－１４４
【非特許文献２】ＲＩＧＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　Ｅｘｏｇｅｎｏｕ
ｓ　ｉｎｓｕｌｉｎ　ｏｎ　ｅｘｃｕｒｓｉｏｎｓ　ａｎｄ　ｄｉｕｍａｌ　ｒｈｙｔｈ
ｍ　ｏｆ　ｐｌａｓｍａ　ｇｌｕｃｏｓｅ　ｉｎ　ｐｒｅｇｎａｎｔ　ｄｉａｂｅｔｉｃ
　ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　ａｎｄ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｒｅｓｉｄｕａｌ，　１９８
０，　Ａｍ．　Ｊ．　Ｏｂｓｔｅｔ．　Ｇｙｎｅｃｏｌ．　１３６：５３７－５４４
【非特許文献３】ＲＡＦＡＥＬＯＦＦ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｃｌｏｎｉｎｇ　ａｎｄ　Ｓｅ
ｑｕｅｎｃｉｎｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　Ｉｓｌｅｔ　Ｎｅｏｇｅｎｅ
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ｓｉｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　Ｐｒｏｔｅｉｎ　（ＩＮＧＡＰ）　Ｇｅｎｅ　ａｎｄ　
Ｉｔｓ　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｉｎ　Ｉｓｌｅｔ　Ｎｅｏｇｅｎｅｓｉｓ　ｉｎ　Ｈａ
ｍｓｔｅｒｓ．　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｉｎｖｅｓｔ．，　Ｍａｙ　１９９７，　９９（９
）：２１００－２１０９
【非特許文献４】ＬＥＷＩＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　ｇｌｕｃｏｓｅ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｉｎ　ｎｏｎｈｏｓｐｉｔａｌｉｚｅｄ　ｐｒｅｇｎａｎｔ　ｄｉａｂｅ
ｔｉｃ　ｐａｔｉｅｎｔｓ．　１９７６．　Ｏｂｓｔｅｔ．　Ｇｙｎｅｃｏｌ．　４８（
３）：２６０－２６７
【非特許文献５】ＩＬＩＣ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｓ　ｔｈｅ　ｐａｒａｄｏｘｉｃａｌ　
ｆｉｒｓｔ　ｔｒｉｍｅｓｔｅｒ　ｄｒｏｐ　ｉｎ　ｉｎｓｕｌｉｎ　ｒｅｑｕｉｒｅｍ
ｅｎｔ　ｄｕｅ　ｔｏ　ａｎ　ｉｎｃｒｅａｓｅ　ｉｎ　Ｃ－ｐｅｐｔｉｄｅ　ｃｏｎｃ
ｅｎｔｒａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｐｒｅｇｎａｎｔ　Ｔｙｐｅ　Ｉ　ｄｉａｂｅｔｉｃ　ｗｏ
ｍｅｎ？　２０００．　Ｄｉａｂｅｔｏｌｏｇｉａ　４３：１３２９－１３３０
【非特許文献６】ＪＯＶＡＮＯＶＩＣ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｅｃｌｉｎｉｎｇ　Ｉｎｓｕ
ｌｉｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｌａｔｅ　Ｆｉｒｓｔ　Ｔｒｉｍｅｓ
ｔｅｒ　ｏｆ　Ｄｉａｂｅｔｉｃ　Ｐｒｅｇｎａｎｃｙ，　２００１，　Ｄｉａｂｅｔｅ
ｓ　Ｃａｒｅ　２４：１１３０－１１３６
【非特許文献７】ＨＯＬＩＣＫ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｒｅｖａｌｅｎｃｅ　ｏｆ　Ｖｉｔ
ａｍｉｎ　Ｄ　Ｉｎａｄｅｑｕａｃｙ　ａｍｏｎｇ　Ｐｏｓｔｍｅｎｏｐａｕｓａｌ　Ｎ
ｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｗｏｍｅｎ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｏｓｔｅｏｐｏｒｏｓ
ｉｓ　Ｔｈｅｒａｐｙ，　２００５，　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌ．　Ｍ
ｅｔａｂ．　９０（６）：３２１５－３２２４
【非特許文献８】ＲＩＡＣＨＹ　ｅｔ　ａｌ．，　１，　２５－ｄｉｈｙｄｒｏｘｙｖｉ
ｔａｍｉｎ　Ｄ３　ｐｒｏｔｅｃｔｓ　ｈｕｍａｎ　ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　ｉｓｌｅｔ
ｓ　ａｇａｉｎｓｔ　ｃｙｔｏｋｉｎｅ－ｉｎｄｕｃｅｄ　ａｐｏｐｔｏｓｉｓ　ｖｉａ
　ｄｏｗｎ－ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｆａｓ　ｒｅｃｅｐｔｏｒ，　Ｆｅ
ｂ．　２００６，　Ａｐｏｐｔｏｓｉｓ　１１（２）：１５１－１５９
【非特許文献９】ＨＯＬＩＣＫ，　Ｈｉｇｈ　Ｐｒｅｖａｌｅｎｃｅ　ｏｆ　Ｖｉｔａｍ
ｉｎ　Ｄ　Ｉｎａｄｅｑｕａｃｙ　ａｎｄ　Ｉｍｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｈｅａ
ｌｔｈ，　Ｍａｒ．　２００６，　Ｍａｙｏ　Ｃｌｉｎ．　Ｐｒｏｃ．　８１（３）：３
５３－３７３
【非特許文献１０】ＧＲＡＮＴ，　Ｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ｄｉｓｅａｓｅ　
ｒｉｓｋｓ　ｉｎ　ｒｅｌａｔｉｏｎ　ｔｏ　ｖｉｔａｍｉｎ　Ｄ　ｉｎｓｕｆｆｉｃｉ
ｅｎｃｙ，　Ｆｅｂ．　２８，　２００６，　Ｐｒｏｇ．　Ｂｉｏｐｈｙｓ．　Ｍｏｌ．
　Ｂｉｏｌ．　９２：６５－７９
【非特許文献１１】ＤＩＣＥＳＡＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｖｉｔａｍｉｎ　Ｄ　Ｄｅｆｉｃ
ｉｅｎｃｙ　ｉｓ　Ｍｏｒｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　ｉｎ　Ｔｙｐｅ　２　Ｔｈａｎ　ｉｎ　Ｔ
ｙｐｅ　１　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　Ｊａｎ．　２００６，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｃａｒｅ
，　２９（１）：１７４
【非特許文献１２】ＲＥＩＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｖｉｔａｍｉｎ　Ｄ　ｅｎｄｏｃｒｉｎ
ｅ　ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｓｕｓｃｅｐｔｉｂｉｌｉｔｙ　
ｔｏ　ｄｉａｂｅｔｅｓ，　ｏｂｅｓｉｔｙ　ａｎｄ　ｖａｓｃｕｌａｒ　ｄｉｓｅａｓ
ｅ：　Ａ　ｒｅｖｉｅｗ　ｏｆ　ｅｖｉｄｅｎｃｅ，　２００５，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　
Ｍｅｔａｂ．　３１（４　ｐｔ　１）：３１８－３２５
【非特許文献１３】ＰＯＺＺＩＬＬＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｌｏｗ　Ｌｅｖｅｌｓ　ｏｆ　
２５－ｈｙｄｒｏｘｙｖｉｔａｍｉｎ　Ｄ３　ａｎｄ　１，　２５－ｄｉｈｙｄｒｏｘｙ
ｖｉｔａｍｉｎ　Ｄ３　ｉｎ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｎｅｗｌｙ　Ｄｉａｇｎｏ
ｓｅｄ　Ｔｙｐｅ　１　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　２００５，　Ｈｏｒｍ．　Ｍｅｔａｂ．　
Ｒｅｓ．　３７（１１）：６８０－６８３
【非特許文献１４】ＨＥＡＮＥＹ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｕｍａｎ　ｓｅｒｕｍ－２５　ｈ
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ｙｄｒｏｘｙｃｈｏｌｅｃａｌｃｉｆｅｒｏｌ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｅｘｔｅｎｄ
ｅｄ　ｏｒａｌ　ｄｏｓｉｎｇ　ｗｉｔｈ　ｃｈｏｌｅｃａｌｃｉｆｅｒｏｌ１－３，　
２００３，　Ａｍ．　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｎｕｔｒ．　７７：２０４－２１０
【非特許文献１５】ＶＩＥＴＨ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｆｆｉｃａｃｙ　ａｎｄ　ｓａｆｅ
ｔｙ　ｏｆ　ｖｉｔａｍｉｎ　Ｄ３　ｉｎｔａｋｅ　ｅｘｃｅｅｄｉｎｇ　ｔｈｅ　ｌｏ
ｗｅｓｔ　ｏｂｓｅｒｖｅｄ　ａｄｖｅｒｓｅ　ｅｆｆｅｃｔ　ｌｅｖｅｌ１－３，　２
００１，　Ａｍ．　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｎｕｔｒ．　７３：２８８－２９４
【非特許文献１６】ＡＵＳＵＢＥＬ　ｅｔ　ａｌ．　ｅｄｓ．，　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ，　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ
　&　Ｓｏｎｓ，　２００６　（ＴＯＣ）
【非特許文献１７】ＹＯＯＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　β－Ｃｅｌｌ　Ｌ
ｏｓｓ　ａｎｄ　α－Ｃｅｌｌ　Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ　ｉｎ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔ
ｈ　Ｔｙｐｅ　２　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｍｅｌｌｉｔｕｓ　ｉｎ　Ｋｏｒｅａ．　２００
３，　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌ．　Ｍｅｔａｂ．　８８：２３００－２
３０８
【非特許文献１８】ＬＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｓｌｅｔ　ｌｏｓｓ　ａｎｄ　ａｌｐｈａ
　ｃｅｌｌ　ｅｘｐａｎｓｉｏｎ　ｉｎ　ｔｙｐｅ　１　ｄｉａｂｅｔｅｓ　ｉｎｄｕｃ
ｅｄ　ｂｙ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｌｏｗ－ｄｏｓｅ　ｓｔｒｅｐｔｏｚｏｔｏｃｉｎ　ａ
ｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｍｉｃｅ，　２０００，　Ｊ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ
ｏｌ．　１６５：９３－９９
【非特許文献１９】ＶＵＫＫＡＤＡＰＵ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｙｎａｍｉｃ　ｉｎｔｅｒ
ａｃｔｉｏｎ　ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｔ　ｃｅｌｌ－ｍｅｄｉａｔｅｄ　β－ｃｅｌｌ　ｄａ
ｍａｇｅ　ａｎｄ　β－ｃｅｌｌ　ｒｅｐａｉｒ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｒｕｎ　ｕｐ　ｔｏ　
ａｕｔｏｉｍｍｕｎｅ　ｄｉａｂｅｔｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＮＯＤ　ｍｏｕｓｅ，　Ａｐ
ｒ．　１４，　２００５．　Ｐｈｙｓｉｏｌ．　Ｇｅｎｏｍｉｃｓ，　２１（２）：２０
１－２１１
【非特許文献２０】ＨＡＯ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｂｅｔａ－ｃｅｌｌ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ
ｉａｔｉｏｎ　ｆｒｏｍ　ｎｏｎｅｎｄｏｃｒｉｎｅ　ｅｐｉｔｈｅｌｉａｌ　ｃｅｌｌ
ｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ａｄｕｌｔ　ｈｕｍａｎ　ｐａｎｃｒｅａｓ，　２００６，　Ｎａｔ
ｕｒｅ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ　１２（３）：３１０－３１６
【非特許文献２１】ＪＡＭＡＬ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｍｏｒｐｈｏｇｅｎｅｔｉｃ　ｐｌａ
ｓｔｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ａｄｕｌｔ　ｈｕｍａｎ　ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　ｉｓｌｅｔｓ
　ｏｆ　Ｌａｎｇｅｒｈａｎｓ，　Ｊｕｌｙ　２００５，　Ｃｅｌｌ　Ｄｅａｔｈ　Ｄｉ
ｆｆｅｒ．　１２（７）：７０２－７１２
【非特許文献２２】ＡＵＳＵＢＥＬ　ｅｔ　ａｌ．　ｅｄｓ．，　Ｓｈｏｒｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ，　２ｎｄ　ｅｄ．，　Ａ　Ｃ
ｏｍｐｅｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｒｏｍ　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌｓ　ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ．　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　&　Ｓｏ
ｎｓ，　１９９２　（ＴＯＣ）
【非特許文献２３】ＬＥＶＥＴＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｒｅｄｕｃｅｄ　Ｇｌｕｃｏｓｅ
　Ｆｌｕｃｔｕａｔｉｏｎｓ　Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　４　Ｗｅｅｋｓ　ｏｆ　Ｐｒａｍｌ
ｉｎｔｉｄｅ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ　ｉｎ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｔｙｐｅ　１
　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅｌｙ　Ｔｒｅａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｓｕｌ
ｉｎ　Ｐｕｍｐｓ．　２００２．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　５１　（ｓｕｐｐｌ．　２）：４
２９－Ｐ
【非特許文献２４】ＷＡＮＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｒｅｄｕｃｅｄ　Ｐｏｓｔｐｒａｎｄｉ
ａｌ　Ｇｌｕｃｏｓｅ，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ　ａｎｄ　Ｔｒｉｇｌｙｃｅｒｉｄｅ　Ｅｘ
ｃｕｒｓｉｏｎｓ　Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　４　Ｗｅｅｋｓ　ｏｆ　Ｐｒａｍｌｉｎｔｉｄ
ｅ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ　ｉｎ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｔｙｐｅ　１　Ｄｉａｂ
ｅｔｅｓ　Ｔｒｅａｔｅｄ　Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅｌｙ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｓｕｌｉｎ　Ｐｕ
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ｍｐｓ．　２００２．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ．　５１（ｓｕｐｐｌ．　２）：４７４
【非特許文献２５】ＬＥＶＥＴＡＮ，　Ｉｍｐａｃｔ　ｏｆ　Ｐｒａｍｌｉｎｔｉｄｅ　
ｏｎ　ｔｈｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　ｏｆ　Ｇｌｙｃｅｍｉｃ　Ｅｘｃｕｒｓｉｏｎｓ，
　２００１．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　５０（ｓｕｐｐｌ．　２）：２１０５－ＰＯ
【非特許文献２６】ＬＥＶＥＴＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｍｐａｃｔ　ｏｆ　Ｐｒａｍｌ
ｉｎｔｉｄｅ　ｏｎ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ｆｌｕｃｔｕａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｐｏｓｔｐ
ｒａｎｄｉａｌ　Ｇｌｕｃｏｓｅ，　　Ｇｌｕｃａｇｏｎ，　ａｎｄ　Ｔｒｉｇｌｙｃｅ
ｒｉｄｅ　Ｅｘｃｕｒｓｉｏｎｓ　Ａｍｏｎｇ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｔｙｐｅ
　１　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅｌｙ　Ｔｒｅａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｓ
ｕｌｉｎ　Ｐｕｍｐｓ．　２００３．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｃａｒｅ　２６（１）：１－
８
【非特許文献２７】ＨＥＲＯＬＤ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏｕｒｓｅ　
ｏｆ　Ａｎｔｉ－ＣＤ３　Ｍｏｎｏｃｌｏｎａｌ　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　ｈＯＫＴ３ｙ１（
Ａｌａ－Ａｌａ）　Ｒｅｓｕｌｔｓ　ｉｎ　Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ　ｉｎ　Ｃ－Ｐｅｐ
ｔｉｄｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ａｎｄ　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｆ
ｏｒ　ａｔ　Ｌｅａｓｔ　２　Ｙｅａｒｓ　ａｆｔｅｒ　Ｏｎｓｅｔ　ｏｆ　Ｔｙｐｅ　
１　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　２００５．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　５４（６）：１７６３－１７
６９
【非特許文献２８】ＲＡＺ　ｅｔ　ａｌ．，　β－ｃｅｌｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｉｎ　
ｎｅｗ　ｏｎｓｅｔ　ｔｙｐｅ　１　ｄｉａｂｅｔｅｓ　ａｎｄ　ｉｍｍｕｎｏｍｏｄｕ
ｌａｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ　ａ　ｈｅａｔ－ｓｈｏｃｋ　ｐｒｏｔｅｉｎ　ｐｅｐｔｉｄｅ
　（ＤｉａＰｅｐ２７７）：　ａ　ｒａｎｄｏｍｉｚｅｄ，　ｄｏｕｂｌｅ－ｂｌｉｎｄ
，　ｐｈａｓｅ　ＩＩ　ｔｒｉａｌ．　２００２，　Ｌａｎｃｅｔ，　３５８：１７４９
－１７５３
【非特許文献２９】ＡＧＡＲＤＨ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　ｅｖｉｄｅｎｃ
ｅ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｓａｆｅｔｙ　ｏｆ　ＧＡＤ６５　ｉｍｍｕｎｏｍｏｄｕｌａｔｉ
ｏｎ　ｉｎ　ａｄｕｌｔ－ｏｎｓｅｔ　ａｕｔｏｉｍｍｕｎｅ　ｄｉａｂｅｔｅｓ，　２
００５，　Ｊ．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｃｏｍｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ．　１９（４）：２３
８－２４６
【非特許文献３０】ＲＯＳＥＮＢＥＲＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｒｏｐｈｉｃ　Ｓｔｉｍｕ
ｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｄｕｃｔｕｌａｒ－Ｉｓｌｅｔ　Ｃｅｌｌ　Ａｘｉｓ：　
Ａ　Ｎｅｗ　Ａｐｐｒｏａｃｈ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｄｉａｂｅ
ｔｅｓ，　１９９２，　Ａｄｖ．　Ｅｘｐ．　Ｍｅｄ．　Ｂｉｏｌ．　３２１：９５－１
０４
【非特許文献３１】ＲＯＳＥＮＢＥＲＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｓｌｅｔ－ｃｅｌｌ　ｒｅ
ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｄｉａｂｅｔｉｃ　ｈａｍｓｔｅｒ　ｐａｎｃｒ
ｅａｓ　ｗｉｔｈ　ｒｅｓｔｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｎｏｒｍｏｇｌｙｃａｅｍｉａ　ｃ
ａｎ　ｂｅ　ｉｎｄｕｃｅｄ　ｂｙ　ａ　ｌｏｃａｌ　ｇｒｏｗｔｈ　ｆａｃｔｏｒ（ｓ
）．　Ｍａｒ．　１９９６，　Ｄｉａｂｅｔｏｌｏｇｉａ　３９（３）：２５６－２６２
【非特許文献３２】ＲＯＳＥＮＢＥＲＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　
Ｉｓｌｅｔ　Ｃｅｌｌ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｎｅｗ　Ｉｓｌｅｔ
　Ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｈａｍｓｔｅｒ－Ｆｕｒｔｈｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　ｆｏｒ　ａ　Ｄｕｃｔｕｌａｒ　Ｏｒｉｇｉｎ，　Ｊｕｌｙ　１９９６，　Ｐａｎｃ
ｒｅａｓ　１３（１）：３８－４６
【非特許文献３３】ＲＯＳＥＮＢＥＲＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａ　Ｐｅｎｔａｄｅｃａｐｅ
ｐｔｉｄｅ　Ｆｒａｇｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｉｓｌｅｔ　Ｎｅｏｇｅｎｅｓｉｓ－　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｅｄ　Ｐｒｏｔｅｉｎ　Ｉｎｃｒｅａｓｅｓ　Ｂｅｔａ－Ｃｅｌｌ　Ｍａｓｓ　
ａｎｄ　Ｒｅｖｅｒｓｅｓ　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　ｉｎ　Ｃ５７ＢＬ／６Ｊ　Ｍｉｃｅ，　
Ｎｏｖ．　２００４，　Ａｎｎ．　Ｓｕｒｇ．　２４０（５）：８７５－８８４
【非特許文献３４】ＶＩＮＩＫ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｐａｎｃ
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ｒｅａｔｉｃ　Ｉｓｌｅｔ　Ｎｅｏｇｅｎｅｓｉｓ，　Ｊｕｎｅ　１９９７，　Ｈｏｒｍ
．　Ｍｅｔａｂ．　Ｒｅｓ．　２９（６）：２７８－２９３
【非特許文献３５】ＹＯＵＮＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｍｙｌｉｎ’ｓ　ｐｈｙｓｉｏｌｏ
ｇｙ　ａｎｄ　ｉｔｓ　ｒｏｌｅ　ｉｎ　ｄｉａｂｅｔｅｓ，　１９９７，　Ｃｕｒｒ．
　Ｏｐｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　４（４）：２８２－２９０
【非特許文献３６】ＭＡＲＱＵＥＺ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｏｓｉｔｏｌｐｈｏｓｐｈｏ
ｇｌｙｃａｎｓ　Ｐｏｓｓｉｂｌｙ　Ｍｅｄｉａｔｅ　ｔｈｅ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　
Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　Ｐｅｐｔｉｄｅ－１　（７－３６）ａｍｉｄｅ　ｏｎ　Ｒ
ａｔ　Ｌｉｖｅｒ　ａｎｄ　Ａｄｉｐｏｓｅ　Ｔｉｓｓｕｅ，　１９９８，　Ｃｅｌｌ　
Ｂｉｏｃｈｅｍ，　Ｆｕｎｃｔ．　１６　（１）：５１－５６
【非特許文献３７】ＤＵＰＲＥ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｘｅｎｄｉｎ－４　Ｎｏｒｍａｌｉ
ｚｅｄ　Ｐｏｓｔｃｉｂａｌ　Ｇｌｙｃｅｍｉｃ　Ｅｘｃｕｒｓｉｏｎｓ　ｉｎ　Ｔｙｐ
ｅ　１　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　２００４，　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｍ
ｅｔａｂ．　８９（７）：３４６９－３４７３
【非特許文献３８】ＥＤＷＡＲＤＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　Ｐ
ｅｐｔｉｄｅ　１　Ｈａｓ　ａ　Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｒｏｌｅ　ｉｎ　ｔｈｅ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｐｏｓｔｐｒａｎｄｉａｌ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　ｉｎ　Ｈｕｍａ
ｎｓ，　１９９９，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　４８：８６－９３
【非特許文献３９】ＸＵ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｘｅｎｄｉｎ－４　Ｓｔｉｍｕｌａｔｅｓ
　Ｂｏｔｈ　β－Ｃｅｌｌ　Ｒｅｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｎｅｏｇｅｎｅｓｉｓ．
　Ｒｅｓｕｌｔｉｎｇ　ｉｎ　ｉｎｃｒｅａｓｅｄ　β－Ｃｅｌｌ　Ｍａｓｓ　ａｎｄ　
Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ｔｏｌｅｒａｎｃｅ　ｉｎ　Ｄｉａｂｅｔｉｃ　Ｒ
ａｔｓ，　１９９９，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　４８：２２７０－２２７６
【非特許文献４０】ＣＲＥＵＴＺＦＥＬＤＴ．　Ｔｈｅ　Ｉｎｃｒｅｔｉｎ　Ｃｏｎｃｅ
ｐｔ　Ｔｏｄａｙ．　１９７９，　Ｄｉａｂｅｔｏｌｏｇｉａ　１６：７５－８５
【非特許文献４１】ＣＲＥＵＴＺＦＥＬＤＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｎｅｗ　ｄｅｖｅｌｏｐ
ｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｉｎｃｒｅｔｉｎ　ｃｏｎｃｅｐｔ，　１９８５，　Ｄｉａ
ｂｅｔｏｌｏｇｉａ　２８：５６５－５７３
【非特許文献４２】ＨＯＬＳＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｃｒｅｔｉｎ　ｈｏｒｍｏｎｅｓ
－ａｎ　ｕｐｄａｔｅ，　２００１，　Ｓｃａｎｄ．　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｌａｂ．　Ｉ
ｎｖｅｓｔ．　Ｓｕｐｐｌ．　２３４：７５－８５
【非特許文献４３】ＶＩＬＳＢＯＬＬ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｃｒｅｔｉｎ　Ｓｅｃｒｅ
ｔｉｏｎ　ｉｎ　Ｒｅｌａｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｍｅａｌ　Ｓｉｚｅ　ａｎｄ　Ｂｏｄｙ　Ｗ
ｅｉｇｈｔ　ｉｎ　Ｈｅａｌｔｈｙ　Ｓｕｂｊｅｃｔｓ　ａｎｄ　Ｐｅｏｐｌｅ　ｗｉｔ
ｈ　Ｔｙｐｅ　１　ａｎｄ　Ｔｙｐｅ　２　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｍｅｌｌｉｔｕｓ．　Ｊ
ｕｎ．　２００３．　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｍｅｔａｂ．　８８（６
）：２７０６－２７１３
【非特許文献４４】ＡＮＤＥＲＳＥＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｏｒａｌ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ａ
ｕｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｉｎｓｕｌｉｎ　Ｓｅｃｒｅｔｉｏｎ，　１９７８．　
Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｉｎｖｅｓｔ　６２：１５２－１６１
【非特許文献４５】ＣＲＥＵＴＺＦＥＬＤＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｈｉｂｉｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　（ＧＩＰ）　
Ｒｅｌｅａｓｅ　ｂｙ　Ｉｎｓｕｌｉｎ　ａｎｄ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　ｉｎ　Ｊｕｖｅｎｉ
ｌｅ　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　１９８０，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　２９（２）：　１４０－１
４５
【非特許文献４６】ＤＵＰＲＥ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｓｔｉｍｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｉｎ
ｓｕｌｉｎ　Ｓｅｃｒｅｔｉｏｎ　ｂｙ　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ　Ｐｏ
ｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　ｉｎ　Ｍａｎ．　１９７３，　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉ
ｎ　ｍｅｔａｂ．　３７：８２６－８２８
【非特許文献４７】ＥＢＥＲＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒ
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ｙ　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ．　１９８０．　Ｃｌｉｎ．　Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌ
ｏｇｙ　９（３）：６７９－６９８
【非特許文献４８】ＥＬＡＨＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　α－ａｎｄ　
β－ｃｅｌｌ　ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｔｏ　ＧＩＰ　ｉｎｆｕｓｉｏｎ　ｉｎ　ｎｏｒｍ
ａｌ　ｍａｎ．　１９７９．　Ａｍ　Ｊ．　Ｐｈｙｓｉｏｌ．　２３７：Ｅ１８５－Ｅ１
９１
【非特許文献４９】ＥＬＡＨＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｈｅ　ｉｎｓｕｌｉｎｏｔｒｏｐｉ
ｃ　ａｃｔｉｏｎｓ　ｏｆ　ｇｌｕｃｏｓｅ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｉｎｓｕｌｉｎｏｔ
ｒｏｐｉｃ　ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　（ＧＩＰ）　ａｎｄ　ｇｌｕｃａｇｏｎ－ｌｉｋ
ｅ　ｐｅｐｔｉｄｅ－１　（７－３７）　ｉｎ　ｎｏｒｍａｌ　ａｎｄ　ｄｉａｂｅｔｉ
ｃ　ｓｕｂｊｅｃｔｓ．　１９９４．　Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ　Ｐｅｐｔｉｄｅ　５１（
１）：６３－７４
【非特許文献５０】ＫＲＡＲＵＰ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｉｍｉｎｉｓｈｅｄ　Ｉｍｍｕｎ
ｏｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ａ　Ｍｅａｌ　ｉｎ　Ｎｅｗｌｙ　Ｄｉａｇｎｏｓｅｄ　Ｔ
ｙｐｅ　１　（Ｉｎｓｕｌｉｎ－Ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ）　Ｄｉａｂｅｔｉｃｓ，　Ｊｕｎ
，　１９８３，　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｍｅｔａｂ．　５６（６）：
１３０６－１３１２
【非特許文献５１】ＫＲＡＲＵＰ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏ
ｒｙ　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　ｉｎ　Ｎｅｗｌｙ　Ｄｉａｇｎｏｓｅｄ　Ｋｅｔｏｔｉ
ｃ　Ｔｙｐｅ　１　（Ｉｎｓｕｌｉｎ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ）　Ｄｉａｂｅｔｉｃｓ．　
１９８８，　Ａｃｔａ　Ｍｅｄ．　Ｓｃａｎｄ．　２２３（５）：４３７－４４１
【非特許文献５２】ＭＥＩＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ
　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ：　ｔｈｅ　ｎｅｇｌｅｃｔｅｄ　ｉｎｃｒｅｔｉｎ　ｒｅｖ
ｉｓｉｔｅｄ．　２００２，　Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ　Ｐｅｐｔｉｄｅｓ　１０７：１－
１３
【非特許文献５３】ＮＡＵＣＫ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｄｄｉｔｉｖｅ　Ｉｎｓｕｌｉｎｏ
ｔｒｏｐｉｃ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　Ｅｘｏｇｅｎｏｕｓ　Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　Ｈｕ
ｍａｎ　Ｇａｓｔｒｉｃ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｙ　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　ａｎｄ　Ｇ
ｌｕｃａｇｏｎ－　Ｌｉｋｅ　Ｐｅｐｔｉｄｅ　－１－　（７－３６）　Ａｍｉｄｅ　Ｉ
ｎｆｕｓｅｄ　ａｔ　Ｎｅａｒ－Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｕｌｉｎｏｔｒｏ
ｐｉｃ　Ｈｏｒｍｏｎｅ　ａｎｄ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｓ．　
１９９３，　Ｊ．　Ｃｌｉｎ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｍｅｔａｂ．　７６（４）：９１
２－９１７
【非特許文献５４】ＪＯＮＥＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａ　ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｉ
ｎｆｕｓｉｏｎ　ｏｆ　ｇｌｕｃｏｓｅ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｉｎｓｙｌｉｎｏｔｒｏ
ｐｉｃ　ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　（ＧＩＰ）　ｗｉｔｈ　ａ　ｍｅａｌ　ｄｏｅｓ　ｎ
ｏｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔｌｙ　ｉｍｐｒｏｖｅ　ｔｈｅ　β－ｃｅｌｌ　ｒｅｓｐ
ｏｎｓｅ　ｏｒ　ｇｌｕｃｏｓｅ　ｔｏｌｅｒａｎｃｅ　ｉｎ　ｔｙｐｅ　２　ｄｉａｂ
ｅｔｅｓ　ｍｅｌｌｉｔｕｓ，　Ｎｏｖ．　６，　１９８９，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｒｅ
ｓ．　Ｃｌｉｎ．　Ｐｒｅｃｔ．　７（４）：２６３－２６９
【非特許文献５５】ＥＬＡＨＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｈｅ　ｉｎｓｕｌｉｎｏｔｒｏｐｉ
ｃ　ａｃｔｉｏｎｓ　ｏｆ　ｇｌｕｃｏｓｅ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｉｎｓｕｌｉｎｏｔ
ｒｏｐｉｃ　ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　（ＧＩＰ）　ａｎｄ　ｇｌｕｃａｇｏｎ－ｌｉｋ
ｅ　ｐｅｐｔｉｄｅ－１　（７－３７）　ｉｎ　ｎｏｒｍａｌ　ａｎｄ　ｄｉａｂｅｔｉ
ｃ　ｓｕｂｊｅｃｔｓ．　１９９４，　Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ　Ｐｅｐｔｉｄｅｓ　５１
（１）：６３－７４
【非特許文献５６】ＧＵＴＮＩＡＫ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｓｕｂｃｕｔａｎｅｏｕｓ　ｉｎ
ｊｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｉｎｃｒｅｔｉｎ　Ｈｏｒｍｏｎｅ　Ｇｌｕｃａｇｏｎ
－Ｌｉｋｅ　Ｐｅｐｔｉｄｅ　１　Ａｂｏｌｉｓｈｅｓ　Ｐｏｓｔｐｒａｎｄｉａｌ　Ｇ
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ｌｙｃｅｍｉａ　ｉｎ　ＮＩＤＤＭ．　１９９４．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｃａｒｅ　１７
：１０３９－１０４４
【非特許文献５７】ＫＲＥＹＭＡＮＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　
Ｐｅｐｔｉｄｅ－１　７－３６：　Ａ　Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｉｎｃｒｅｔｉｎ
　ｉｎ　Ｍａｎ．　１９８７，　Ｌａｎｃｅｔ　２：１３００－１３０４
【非特許文献５８】ＬＡＲＳＥＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｏｎｅ－Ｗｅｅｋ　Ｃｏｎｔｉｎｕ
ｏｕｓ　Ｉｎｆｕｓｉｏｎ　ｏｆ　ＦＬＰ－１　（７－３７）　Ｉｍｐｒｏｖｅｓ　ｔｈ
ｅ　Ｇｌｙｃａｅｍｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎ　ＮＩＤＤＭ．　１９９６．　Ｄｉａｂ
ｅｔｅｓ　４５（Ｓｕｐｐｌ．　２）：２３３Ａ－８６０（Ａｂｓｔｒａｃｔ）
【非特許文献５９】ＬＡＲＳＥＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　Ｐｅ
ｐｔｉｄｅ－１　Ｉｎｆｕｓｉｏｎ　Ｍｕｓｔ　Ｂｅ　Ｍａｉｎｔａｉｎｅｄ　ｆｏｒ　
２４　ｈ／ｄａｙ　ｔｏ　Ｏｂｔａｉｎ　Ａｃｃｅｐｔａｂｌｅ　Ｇｌｙｃｅｍｉａ　ｉ
ｎ　ｔｙｐｅ　２　Ｄｉａｂｅｔｉｃ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　Ｗｈｏ　Ａｒｅ　Ｐｏｏｒｌ
ｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｏｎ　Ｓｕｌｐｈｏｎｙｌｕｒｅａ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ，
　２００１，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｃａｒｅ　２４（８）：１４１６－１４２１
【非特許文献６０】ＬＩＳＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－ｌｉｋｅ　ｐｅｐｔ
ｉｄｅ　１　ａｇｏｎｉｓｔｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｇ
ｒｏｗｔｈ　ｏｆ　ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　β－ｃｅｌｌｓ，　２００４，　Ａｍ．　Ｊ
．　Ｐｈｙｓｉｏｌ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｍｅｔａｂ．　２８６（６）：　Ｅ８７５
－８８１
【非特許文献６１】ＬＵＧＡＲＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　Ｎｕｔｒｉｅ
ｎｔ　Ｉｎｇｅｓｔｉｏｎ　ｏｎ　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　Ｐｅｐｔｉｄｅ　１　
（７－３６　Ａｍｉｄｅ）　Ｓｅｃｒｅｔｉｏｎ　ｉｎ　Ｈｕｍａｎ　Ｔｙｐｅ　１　ａ
ｎｄ　Ｔｙｐｅ　２　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　２０００，　Ｈｏｒｍ．　Ｍｅｔａｂ．　Ｒ
ｅｓ．　３２：４２４－４２８
【非特許文献６２】ＭＥＩＥＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｎｔｒａｖｅｎｏｕｓ　ｇｌｕｃａ
ｇｏｎ－ｌｉｋｅ　ｐｅｐｔｉｄｅ　１　ｎｏｒｍａｌｉｚｅｓ　ｂｌｏｏｄ　ｇｌｕｃ
ｏｓｅ　ａｆｔｅｒ　ｍａｊｏｒ　ｓｕｒｇｅｒｙ　ｉｎ　ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔ　
ｔｙｐｅ　２　ｄｉａｂｅｔｅｓ，　Ｍａｒｃｈ　２００４，　Ｃｒｉｔｉｃａｌ　Ｃａ
ｒｅ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ　３２（３）：８４８－８５１
【非特許文献６３】ＭＥＮＥＩＬＬＹ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　３　Ｍ
ｏｎｔｈｓ　ｏｆ　Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｓｕｂｃｕｔａｎｅｏｕｓ　Ａｄｍｉｎｉｓ
ｔｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　Ｐｅｐｔｉｄｅ　１　ｉｎ　Ｅｌ
ｄｅｒｌｙ　Ｐａｔｉｅｎｔｓ　Ｗｉｔｈ　Ｔｙｐｅ　２　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　２００
３，　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｃａｒｅ　２６：２８３５－２８４１
【非特許文献６４】ＮＡＵＣＫ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｐｆ　ｓｕｂｃｕｔ
ａｎｅｏｕｓ　ｇｌｕｃａｇｏｎ－ｌｉｋｅ　ｐｅｐｔｉｄｅ　１　（ＧＬＰ－１［７－
３６］）　ｉｎ　ｐａｔｉｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　ＮＩＤＤＭ．　１９９６．　Ｄｉａｂｅ
ｔｏｌｏｇｉａ　３９（１２）：１５４６－１５５３
【非特許文献６５】ＴＨＯＲＥＮＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－Ｌｉｋｅ　Ｐ
ｅｐｔｉｄｅ－１　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｉｎｓｕｌｉｎ　Ｓｅｃｒｅｔｉｏ
ｎ．　Ｄｅｃ．　１９９５．　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｍｅｔａｂ．　２１（５）：３１１－
３１８
【非特許文献６６】ＷＡＮＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｇｌｕｃａｇｏｎ－ｌｉｋｅ　Ｐｅｐｔ
ｉｄｅ－１　Ｃａｎ　Ｒｅｖｅｒｓｅ　ｔｈｅ　Ａｇｅ－ｒｅｌａｔｅｄ　Ｄｅｃｌｉｎ
ｅ　ｉｎ　Ｇｌｕｃｏｓｅ　Ｔｏｌｅｒａｎｃｅ　ｉｎ　Ｒａｔｓ，　１９９７．　Ｊ．
　Ｃｌｉｎ．　Ｉｎｖｅｓｔ．　９９（１２）：　２８８３－２８８９
【非特許文献６７】ＺＡＮＤＥＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　６－ｗｅｅｋ
　ｃｏｕｒｓｅ　ｏｆ　ｇｌｕｃａｇｏｎ－ｌｉｋｅ　ｐｅｐｔｉｄｅ　１　ｏｎ　ｇｌ
ｙｃａｅｍｉｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ，　ｉｎｓｕｌｉｎ　ｓｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ，　ａ
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ｎｄ　β－ｃｅｌｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｙｐｅ　２　ｄｉａｂｅｔｅｓ：　ａ
　ｐａｒａｌｌｅｌ－ｇｒｏｕｐ　ｓｔｕｄｙ，　２００２．　Ｌａｎｃｅｔ　３５９：
８２４－８３０
【非特許文献６８】ＢＡＣＨ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｏｌｅｒａｎｃｅ　ｔｏ　Ｉｓｌｅｔ
　Ａｕｔｏａｎｔｉｇｅｎｓ　ｉｎ　Ｔｙｐｅ　１　Ｄｉａｂｅｔｅｓ，　Ａｎｎ．　Ｒ
ｅｖ．　Ｉｍｍｕｎ．　１９：１３１－１６１
【非特許文献６９】ＬＥＲＮＭＡＲＫ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｕｔｏｉｍｍｕｎｉｔｙ　ｏ
ｆ　Ｄｉａｂｅｔｅｓ．　Ｅｎｄｏｃｒｉｎ．　Ｍｅｔａｂ．　Ｃｌｉｎ．　Ｎ．　Ａｍ
．　２０（３）：５８９－６１７
【非特許文献７０】ＭＡＴＨＩＳ　ｅｔ　ａｌ．，　β－Ｃｅｌｌ　ｄｅａｔｈ　ｄｕｒ
ｉｎｇ　ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｏｎ　ｔｏ　ｄｉａｂｅｔｅｓ．　Ｄｅｃ．　２００１，　
Ｎａｔｕｒｅ　４１４（６８６５）：７９２－７９８
【非特許文献７１】ＨＥＲＯＬＤ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｎｔｉ－ＣＤ３　Ｍｏｎｏｃｌｏ
ｎａｌ　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　ｉｎ　Ｎｅｗ－Ｏｎｓｅｔ　Ｔｙｐｅ　１　Ｄｉａｂｅｔｅ
ｓ　Ｍｅｌｌｉｔｕｓ．　Ｍａｙ　３０．　２００２．　ＮＥＪＭ　　３４６（２２）：
１６９２－１６９８
【非特許文献７２】ＤＡＶＩＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｈｅ　ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　ＨＤ
Ｖ－ｉｎｓｕｌｉｎ　ｏｎ　ｃａｒｂｏｈｙｄｒａｔｅ　ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ　ｉｎ　
Ｔｙｐｅ　１　ｄｉａｂｅｔｉｃ　ｐａｔｉｅｎｔｓ．　２００１．　Ｊ．　Ｄｉａｂｅ
ｔｅｓ　Ｃｏｍｐ．　１５（５）：２２７－２３３
【非特許文献７３】ＨＯＰＰ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｐｒｏｔ
ｅｉｎ　ａｎｔｉｇｅｎｉｃ　ｄｅｔｅｒｍｉｎａｎｔｓ　ｆｒｏｍ　ａｍｉｎｏ　ａｃ
ｉｄ　ｓｅｑｕｅｎｃｅｓ．　１９８１，　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃ
ｉ．　ＵＳＡ　７８：３８２４－３８２８
【非特許文献７４】ＨＡＲＬＯＷ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ：　Ａ　Ｌａ
ｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ．　Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｌａｂｏ
ｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，　２ｎｄ　ｅｄ．，　１９８８（ＴＯＣ）
【非特許文献７５】ＨＡＭＭＥＲＬＩＮＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｍｏｎｏｃｌｏｎａｌ　Ａ
ｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ａｎｄ　Ｔ－Ｃｅｌｌ　Ｈｙｂｒｉｄｏｍａｓ　５６３　６８１，
　Ｅｌｓｅｖｉｅｒ，　ＮＹ，　１９８１　（ＴＯＣ）
【非特許文献７６】ＢＲＩＮＫＭＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｈａｇｅ　ｄｉｓｐｌａｙ　
ｏｆ　ｄｉｓｕｌｆｉｄｅ－ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｆｖ　ｆｒａｇｍｅｎｔｓ．　１９
９５，　Ｉｍｍｕｎｏｌ．　Ｍｅｔｈｏｄｓ　１８２：４１－５０
【非特許文献７７】ＡＭＥＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｏｆ　ｍｕｒｉ
ｎｅ　Ｆａｂｓ　ｉｓｏｌａｔｅｄ　ｆｒｏｍ　ａ　ｃｏｍｂｉｎａｔｏｒｉａｌ　ｐｈ
ａｇｅ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｌｉｂｒａｒｙ　ｔｏ　ｆｕｌｌ　ｌｅｎｇｔｈ　ｉｍｍｕｎ
ｏｇｌｏｂｕｌｉｎｓ，　１９９５，　Ｊ．　Ｉｍｍｕｎｏｌ．　Ｍｅｔｈｏｄｓ　１８
４：１７７－１８６
【非特許文献７８】ＫＥＴＴＬＥＢＯＲＯＵＧＨ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｉｓｏｌａｔｉｏｎ
　ｏｆ　ｔｕｍｏｒ　ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｎｇｌｅ－ｃｈａｉｎ　Ｆｖ　
ｆｒｏｍ　ｉｍｍｕｎｉｚｅｄ　ｍｉｃｅ　ｕｓｉｎｇ　ｐｈａｇｅ　ａｎｔｉｂｏｄｙ
　ｌｉｂｒａｒｉｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｒｅ－ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｗｈ
ｏｌｅ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅｓｅ　ａｎｔｉｂｏｄｙ　ｆｒａｇｍ
ｅｎｔｓ，　１９９４．　Ｅｕｒ．　Ｊ．　Ｉｍｍｕｎｏｌ．　２４：９５２－９５８
【非特許文献７９】ＢＵＲＴＯＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｕｍａｎ　Ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ
　ｆｒｏｍ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｏｒｉａｌ　ｌｉｂｒａｒｉｅｓ．　１９９４，　Ａｄｖ
ａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｉｍｍｕｎｏｌｏｇｙ　５７：１９１－２８０
【非特許文献８０】ＭＵＬＬＩＮＡＸ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｏｆ　
ａ　Ｈｅｔｅｒｏｄｉｍｅｒｉｃ　Ｆａｂ　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　Ｐｒｏｔｅｉｎ　ｉｎ　
Ｏｎｅ　Ｃｌｏｎｉｎｇ　Ｓｔｅｐ　１９９２，　ＢｉｏＴｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　１２（
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６）：８６４－８６９
【非特許文献８１】ＳＡＷＡＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ
　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆａｂ　Ｆｒａｇｍｅｎｔ　Ｄｅｒｉｖｅｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ｓｐ
ｅｒｍ　Ｉｍｍｏｂｉｌｉｚｉｎｇ　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　Ｕｓｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒａ
ｓｅ　Ｃｈａｉｎ　Ｒｅａｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃＤＮＡ　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｖｅ
ｃｔｏｒｓ．　１９９５，　ＡＪＲＩ　３４：２６－３４
【非特許文献８２】ＢＥＴＴＥＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
　Ｓｅｃｒｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ａｎ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ　Ａｎｔｉｂｏｄ
ｙ　Ｆｒａｇｍｅｎｔ．　１９８８．　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２４０：１０４１－１０４３
【非特許文献８３】ＭＯＲＲＩＳＯＮ，　Ｔｒａｎｓｆｅｃｔｏｍａｓ　Ｐｒｏｖｉｄｅ
　Ｎｏｖｅｌ　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ　Ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ，　１９８５，　Ｓｃｉｅｎｃ
ｅ　２２９：１２０２－１２０７
【非特許文献８４】ＯＩ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ　Ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ，
　１９８６，　ＢｉｏＴｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　４（３）：２１４
【非特許文献８５】ＧＩＬＬＩＥＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｉｇｈ－ｌｅｖｅｌ　ｅｘｐｒ
ｅｓｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｈｉｍｅｒｉｃ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｕｓｉｎｇ　ａｄａｐ
ｔｅｄ　ｃＤＮＡ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｒｅｇｉｏｎ　ｃａｓｓｅｔｔｅｓ．　１９８９
，　Ｊ．　Ｉｍｍｕｎｏｌ．　Ｍｅｔｈｏｄｓ　１２５：１９１－２０２
【非特許文献８６】ＰＡＤＬＡＮ，　Ａ　Ｐｏｓｓｉｂｌｅ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏ
ｒ　Ｒｅｄｕｃｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｉｍｍｕｎｏｇｅｎｉｃｉｔｙ　ｏｆ　Ａｎｔｉｂｏｄ
ｙ　Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｄｏｍａｉｎｓ　Ｗｈｉｌｅ　Ｐｒｅｓｅｒｖｉｎｇ　Ｔｈｅｉ
ｒ　Ｌｉｇａｎｄ－Ｂｉｎｄｉｎｇ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ，　１９９１，　Ｍｏｌｅｃ
ｕｌａｒ　Ｉｍｍｕｎｏｌｏｇｙ　２８（４／５）：４８９－４９８
【非特許文献８７】ＳＴＵＤＮＩＣＫＡ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｕｍａｎ－ｅｎｇｉｎｅｅ
ｒｅｄ　ｍｏｎｏｃｌｏｎａｌ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｒｅｔａｉｎ　ｆｕｌｌ　ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ｂｉｎｄｉｎｇ　ａｃｔｉｖｉｔｙ　ｂｙ　ｐｒｅｓｅｒｖｉｎｇ　ｎｏ
ｎ－ＣＤＲ　ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｉｔｙ－ｍｏｄｕｌａｔｉｎｇ　ｒｅｓｉｄｕｅ
ｓ，　１９９４，　Ｐｒｏｔｅｉｎ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　７（６）：８０５－８１
４
【非特許文献８８】ＲＯＧＵＳＫＡ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｕｍａｎｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ
　ｍｕｒｉｎｅ　ｍｏｎｏｃｌｏｎａｌ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｖａ
ｒｉａｂｌｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｒｅｓｕｒｆａｃｉｎｇ．　１９９４，　ＰＮＡＳ　９１
：９６９－９７３
【非特許文献８９】ＴＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　"Ｓｕｐｅｒｈｕｍａｎｉｚｅｄ"　Ａｎｔ
ｉｂｏｄｉｅｓ：　Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｉｍｍｕｎｏｇｅｎｉｃ　Ｐｏｔｅｎｔ
ｉａｌ　ｂｙ　Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｉｔｙ－Ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ　Ｒｅｇｉｏ
ｎ　Ｇｒａｆｔｉｎｇ　ｗｉｔｈ　Ｈｕｍａｎ　Ｇｅｒｍｌｉｎｅ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ：
　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｔｏ　ａｎ　Ａｎｔｉ－ＣＤ２８，　２００２．　Ｊ．　Ｉ
ｍｍｕｎｏｌ．　１６９：１１１９－１１２５
【非特許文献９０】ＣＡＬＤＡＳ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　ｓｙｎｔｈ
ｅｓｉｓ　ｏｆ　ｇｅｒｍｌｉｎｅ－ｂａｓｅｄ　ｈｅｍｉ－ｈｕｍａｎｉｚｅｄ　ｓｉ
ｎｇｌｅ－ｃｈａｉｎ　Ｆｖ　ａｇａｉｎｓｔ　ｔｈｅ　ＣＤ１８　ｓｕｒｆａｃｅ　ａ
ｎｔｉｇｅｎ．　２０００，　Ｐｒｏｔｅｉｎ　Ｅｎｇ．　１３（５）：３５３－３６０
【非特許文献９１】ＭＯＲＥＡ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　Ｍｏｄｅｌｉｎｇ
：　Ｉｍｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　ａｎｄ　Ｄｅｓｉｇ
ｎ．　２０００，　Ｍｅｔｈｏｄｓ　２０（３）：２６７－２７９
【非特許文献９２】ＢＡＣＡ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　Ｈｕｍａｎｉｚａｔ
ｉｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　Ｍｏｎｏｖａｌｅｎｔ　Ｐｈａｇｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ，　１９９７
，　Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅｍ．　２７２（１６）：１０６７８－１０６８４
【非特許文献９３】ＲＯＧＵＳＫＡ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａ　ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　ｏｆ
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　ｔｗｏ　ｍｕｒｉｎｅ　ｍｏｎｏｃｌｏｎａｌ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｈｕｍａｎｉ
ｚｅｄ　ｂｙ　ＣＤＲ－ｇｒａｆｔｉｎｇ　ａｎｄ　ｃａｒｉａｂｌｅ　ｄｏｍａｉｎ　
ｒｅｓｕｒｆａｃｉｎｇ．　１９９６，　９（１０）：８９５－９０４
【非特許文献９４】ＣＯＵＴＯ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｅｓｉｇｎｉｎｇ　Ｈｕｍａｎ　Ｃ
ｏｎｓｅｎｓｕｓ　Ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｍｉｎｉｍａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏ
ｎａｌ　Ｔｅｍｐｌａｔｅｓ．　１９９５，　Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ．　５５（２３　Ｓ
ｕｐｐｌ）：５９７３ｓ－５９７７ｓ
【非特許文献９５】ＣＯＵＴＯ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｎｔｉ－ＢＡ４６　Ｍｏｎｏｃｌｏ
ｎａｌ　Ａｎｔｉｂｏｄｙ　Ｍｃ３：　Ｈｕｍａｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　ａ　Ｎ
ｏｖｅｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｓｅｎｓｕｓ　ａｎｄ　ｉｎ　Ｖｉｖｏ　ａｎ
ｄ　ｉｎ　Ｖｉｔｒｏ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ，　１９９５，　Ｃａｎｃｅ
ｒ　Ｒｅｓ．　５５（８）：１７１７－１７２２
【非特許文献９６】ＳＡＮＤＨＵ，　Ａ　ｒａｐｉｄ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　ｔ
ｈｅ　ｈｕｍａｎｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｍｏｎｏｃｌｏｎａｌ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ
．　１９９４，　Ｇｅｎｅ　１５０（２）：４０９－４１０
【非特許文献９７】ＰＥＤＥＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　ｏｆ　
Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｂｌｅ　Ｒｅｓｉｄｕｅｓ　ｉｎ　Ｈｕｍａｎ　ａｎｄ
　Ｍｕｒｉｎｅ　Ｉｍｍｕｎｏｇｌｏｂｕｌｉｎ　Ｆｖ　Ｄｏｍａｉｎｓ，　１９９４，
　Ｊ．　Ｍｏｌ．　Ｂｉｏｌ．　２３５（３）：９５９－９７３
【非特許文献９８】ＲＩＥＣＨＭＡＮＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｒｅｓｈａｐｉｎｇ　ｈｕｍ
ａｎ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅｒａｐｙ，　１９８８，　Ｎａｔｕｒｅ　
３３２（２４）：３２３－３２７
【非特許文献９９】ＳＣＯＰＥＳ，　Ｐｒｏｔｅｉｎ　Ｐｕｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ，　Ｐ
ｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ａｎｄ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ，　３ｒｄ　ｅｄ．，　Ｓｐｒｉｎｇｅ
ｒ－Ｖｅｒｉａｇ，　１９９４　（ＴＯＣ）
【非特許文献１００】ＷＵ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｄａｐｔｅｒｓ，　Ｌｉｎｋｅｒｓ，　
Ｍｅｔｈｙｌａｔｉｏｎ，　１９８７，　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｉｎ　Ｅｎｚｙｍｏｌ　１５
２：３４３－３４９
【非特許文献１０１】ＦＯＥＣＫＩＮＧ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｏｗｅｒｆｕｌ　ａｎｄ　
ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｅｎｈａｎｃｅｒ－ｐｒｏｍｏｔｅｒ　ｕｎｉｔ　ｆｏｒ　ｍａｍ
ｍａｌｉａｎ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｖｅｃｔｏｒｓ．　１９８６，　Ｇｅｎｅ　４５
：１０１－１０５
【非特許文献１０２】ＣＯＣＫＥＴＴ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｉｇｈ　Ｌｅｖｅｌ　Ｅｘｐ
ｒｅｓｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｉｓｓｕｅ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒ　ｏｆ　Ｍｅｔａｌｌｏｐｒ
ｏｔｅｉｎａｓｅｓ　ｉｎ　Ｃｈｉｎｅｓｅ　Ｈａｍｓｔｅｒ　Ｏｖａｒｙ　Ｃｅｌｌｓ
　Ｕｓｉｎｇ　Ｇｌｕｔａｍｉｎｅ　Ｓｙｎｔｈｅｔａｓｅ　Ｇｅｎｅ　Ａｍｐｌｉｆｉ
ｃａｔｉｏｎ．　１９９０，　Ｂｉｏ／Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　８：６６２－６６７
【非特許文献１０３】ＩＮＯＵＹＥ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｕｐ－ｐｒｏｍｏｔｅｒ　ｍｕｔ
ａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｌｐｐ　ｇｅｎｅ　ｏｆ　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏ
ｌｉ，　１９８５，　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ．　１３：３１０１－３１０
９
【非特許文献１０４】ＬＯＧＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｄｅｎｏｖｉｒｕｓ　ｔｒｉｐａ
ｒｔｉｔｅ　ｌｅａｄｅｒ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｅｎｈａｎｃｅｓ　ｔｒａｎｓｌａｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ｍＲＮＡｓ　ｌａｔｅ　ａｆｔｅｒ　ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ，　１９８４，　
Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．　ＵＳＡ　８１：３６５５－３６５９
【非特許文献１０５】ＢＩＴＴＥＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　
Ｓｅｃｒｅｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒｓ　ｆｏｒ　Ｙｅａｓｔ．　１９８７，　Ｍｅｔｈｏ
ｄｓ　ｉｎ　Ｅｎｚｙｍｏｌ．　１５３：５１６－５４４
【非特許文献１０６】ＷＵ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏ
ｒ　ｇｅｎｅ　ｔｈｅｒａｐｙ，　１９９１，　Ｂｉｏｔｈｅｒａｐｙ　３：８７－９５
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【非特許文献１０７】ＴＯＬＳＴＯＳＨＥＶ，　Ｇｅｎｅ　Ｔｈｅｒａｐｙ，　Ｃｏｎｃ
ｅｐｔｓ，　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｔｒｉａｌｓ　ａｎｄ　Ｆｕｔｕｒｅ　Ｄｉｒｅｃｔｉｏ
ｎｓ，　１９９３，　Ａｎｎ．　Ｒｅｖ．　Ｐｈａｒｍａｃｏｌ．　Ｔｏｘｉｃｏｌ．　
３２：５７３－５９６
【非特許文献１０８】ＭＵＬＬＩＧＡＮ，　Ｔｈｅ　Ｂａｓｉｃ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ｏｆ
　Ｇｅｎｅ　Ｔｈｅｒａｐｙ，　１９９３．　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２６０：９２６－９３２
【非特許文献１０９】ＭＯＲＧＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｈｕｍａｎ　Ｇｅｎｅ　Ｔｈｅｒ
ａｐｙ，　１９９３，　Ａｎｎ．　Ｒｅｖ．　Ｂｉｏｃｈｅｍ．　６２：１９１－２１７
【非特許文献１１０】ＷＩＧＬＥＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
ｏｆ　ｍａｍｍａｌｉａｎ　ｃｅｌｌｓ　ｗｉｔｈ　ａｎ　ａｍｐｌｉｆｉａｂｌｅ　ｄ
ｏｍｉｎａｎｔ－ａｃｔｉｎｇ　ｇｅｎｅ．　１９８０．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓ
ｃｉ．　ＵＳＡ　７７（６）：３５６７－３５７０
【非特許文献１１１】ＯＨＡＲＥ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｏ
ｆ　ｍｏｕｓｅ　ｆｉｂｒｏｂｌａｓｔｓ　ｔｏ　ｍｅｔｈｏｔｒｅｘａｔｅ　ｒｅｓｉ
ｓｔａｎｃｅ　ｂｙ　ａ　ｒｅｃｏｍｂｉｎａｎｔ　ｐｌａｓｍｉｄ　ｅｘｐｒｅｓｓｉ
ｎｇ　ａ　ｐｒｏｋａｒｙｏｔｉｃ　ｄｉｈｙｄｒｏｆｏｌａｔｅ　ｒｅｄｕｃｔａｓｅ
．　１９８１，　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．　ＵＳＡ　７８（３）
：１５２７－１５３１
【非特許文献１１２】ＭＵＬＬＩＧＡＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　ｆｏｒ
　ａｎｉｍａｌ　ｃｅｌｌｓ　ｔｈａｔ　ｅｘｐｒｅｓｓ　ｔｈｅ　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈ
ｉａ　ｃｏｌｉ　ｇｅｎｅ　ｃｏｄｉｎｇ　ｆｏｒ　ｘａｎｔｈｉｎｅ－ｇｕａｎｉｎｅ
　ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｂｏｓｙｌｔｒａｎｓｆｅｒａｓｅ，　１９８１，　Ｐｒｏｃ．　
Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．　ＵＳＡ　７８（４）：２０７２－２０７６
【非特許文献１１３】ＫＲＩＥＧＬＥＲ，　Ｇｅｎｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　ａｎｄ　Ｅｘ
ｐｒｅｓｓｉｏｎ，　Ａ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ，　Ｓｔｏｃｋｔｏｎ　
Ｐｒｅｓｓ，　ＮＹ　１９９０　（ＴＯＣ）
【非特許文献１１４】ＨＡＩＮＥＳ　ｅｔ　ａｌ．，ｅｄｓ．，　　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｈｕｍａｎ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ，　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　&
　Ｓｏｎｓ，　ＮＹ　１９９４　Ｃｈａｐｔｅｒ　１２
【非特許文献１１５】ＨＡＩＮＥＳ　ｅｔ　ａｌ．，ｅｄｓ．，　　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｈｕｍａｎ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ，　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　&
　Ｓｏｎｓ，　ＮＹ　１９９４　Ｃｈａｐｔｅｒ　１３
【非特許文献１１６】ＣＯＬＢＥＲＲＥ－ＧＡＲＡＰＩＮ　ｅｔ　ａｌ．，　Ａ　Ｎｅｗ
　Ｄｏｍｉｎａｎｔ　Ｈｙｂｒｉｄ　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　Ｍａｒｋｅｒ　ｆｏｒ　Ｈｉ
ｇｈｅｒ　Ｅｕｋａｒｙｏｔｉｃ　Ｃｅｌｌｓ．　１９８１，　Ｊ．　Ｍｏｌ．　Ｂｉｏ
ｌ．　１５０：１－１４
【非特許文献１１７】ＭＥＲＲＩＦＩＥＬＤ，　Ｓｏｌｉｄ　Ｐｈａｓｅ　Ｐｅｐｔｉｄ
ｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ：　Ｔｈｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　ａ　Ｔｅｔｒａｐｅｐ
ｔｉｄｅ，　１９６３，　Ｊ．　Ａｍ．　Ｃｈｅｍ．　Ｓｏｃ．　８５：２１４９－２１
５４
【非特許文献１１８】ＡＴＨＥＲＴＯＮ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８９，　Ｓｏｌｉｄ　Ｐ
ｈａｓｅ　Ｐｅｐｔｉｄｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ：　Ａ　Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ａｐｐｒ
ｏａｃｈ，　ＩＲＬ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｏｘｆｏｒｄ　（ＴＯＣ）
【非特許文献１１９】ＢＯＤＡＮＳＺＫＹ，　１９９３，　Ｐｅｐｔｉｄｅ　Ｃｈｅｍｉ
ｓｔｒｙ，　Ａ　Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ｔｅｘｔｂｏｏｋ，　２ｎｄ　ｅｄ．，　Ｓｐｒ
ｉｎｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇ　（ＴＯＣ）
【非特許文献１２０】ＢＯＮＮＥＲ－ＷＥＩＲ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｈｅ　ｐａｎｃｒｅ
ａｔｉｃ　ｄｕｃｔａｌ　ｅｐｉｔｈｅｌｉｕｍ　ｓｅｒｖｅｓ　ａｓ　ａ　ｐｏｔｅｎ
ｔｉａｌ　ｐｏｏｌ　ｏｆ　ｐｒｏｇｅｎｉｔｏｒ　ｃｅｌｌｓ．　２００４．　Ｐｅｄ
ｉａｔｒｉｃ　Ｄｉａｂｅｔｅｓ　５　（Ｓｕｐｐｌ　２）：１６－２２
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【非特許文献１２１】ＪＡＭＡＬ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｍｏｒｐｈｏｇｅｎｅｔｉｃ　ｐｌ
ａｓｔｉｃｉｔｙ　ｏｆ　ａｄｕｌｔ　ｈｕｍａｎ　ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ　ｉｓｌｅｔ
ｓ　ｏｆ　Ｌａｎｇｅｒｈａｎｓ，　Ｊｕｌｙ　２００５，　Ｃｅｌｌ　Ｄｅａｔｈ　Ｄ
ｉｆｆｅｒ．　１２（７）：７０２－７１２
【非特許文献１２２】ＤＥＬＯＶＩＴＣＨ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｔｈｅ　Ｎｏｎｏｂｅｓｅ
　Ｄｉａｂｅｔｉｃ　Ｍｏｕｓｅ　ａｓ　ａ　Ｍｏｄｅｌ　ｏｆ　Ａｕｔｏｉｍｍｕｎｅ
　Ｄｉａｂｅｔｅｓ：　Ｉｍｍｕｎｅ　Ｄｙｓｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ　Ｇｅｔｓ　ｔｈｅ
　ＮＯＤ，　１９９７，　Ｉｍｍｕｎｉｔｙ　７：７２７－７３８
【非特許文献１２３】ＶＡＮ　ＨＥＥＫＥ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｏ
ｆ　Ｈｕｍａｎ　Ａｓｐａｒａｇｉｎｅ　Ｓｙｎｔｈｅｔａｓｅ　ｉｎ　Ｅｓｃｈｅｒｉ
ｃｈｉａ　ｃｏｌｉ，　１９８９，　Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅｍ．　２４：５５０３－
５５０９
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